
- 1 -

第５・６学年 社会科指導案
日 時 平成１６年○月○○日第○校時

場 所 ５・６年教室

授業者 清水 義朗

１．単元名 ３．源頼朝と武士の世の中

２．指導の立場

（１）教材観

目標

（１）国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心と理解

を深めるようにすると共に、我が国の歴史や伝統を大切にし、国を愛する心情を育てるように

する。

（３）社会的事象を具体的に調査し、地図や年表などの各種の基礎的資料を効果的に活用し、調べた

、 。ことを表現するとともに 社会的事象の意味をより広い視野から考える力を育てるようにする

内容

ウ．源平の戦い、鎌倉幕府の始まり、元との戦い、京都の室町に幕府がおかれた頃の代表的な構造

物や絵画について調べ、武士による政治が始まったことや室町文化が生まれたことがわかるこ

と

３．研究主題にかかわって

４．単元のねらい

○武士が力を持った経過や武士による政治の様子や室町の文化について、興味を持って意欲的

に調べながら、我が国の歴史や伝統を大切にし、国を愛する心情をもつことができる。

〈社会的な事象への関心・意欲・態度〉

○ 源頼朝の行動や考え、承久の変、元寇などから、武士の社会の仕組みについて課題意識を見

いだし、見通しをもって追究し、根拠を明らかにして適切に判断することができる。

〈社会的な思考・判断〉

○武士が力を持った経過や武士による政治の様子等について、具体的に調査を行ったり、年表

や地図などの各種の基礎資料を効果的に活用したりして、具体的にまとめたことをわかりやす

く表現をすることができる 〈観察・資料活用の技能・表現〉。

○ 武士による政治が始まったことや政治の仕組み、室町（武士）や民衆から文化が生まれたこ

とに理解することができる 〈社会的事象についての知識・理解〉。

５．単元の評価規準
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ア．社会的な事象 イ．社会的な思考・判断 ウ．観察・資料活用の技 エ．社会的事象

への関心・意欲・ 能・表現 についての知識

態度 ・理解

内 国家・社会の発展 国家・社会の発展に大き 我が国の歴史上の主な事 自分たちの生活

容 に大きな働きをし な働きをした先人の優れ 象にかかわる先人の業績 の歴史的背景、

の た先人の業績や優 た業績や文化遺産から学 や代表的な文化遺産を的 我が国の歴史や

まご れた文化遺産に関 習の問題を見いだして追 確に調査したり、地図や 先人の働きを理

とと 心を持ち、それを 究・解決し、歴史を学ぶ 年表などの各種の基礎的 解している。

まの 意欲的に調べる事 意味を考え、適切に判断 な資料効果的に活用した

り評 を通して、我が国 する。 りするとともに、調べた

価 の歴史や伝統を大 過程や結果を目的に応じ

規 切にし、国を愛す た方法で表現する。

準 る心情をもとうと

する。

単 武士が力を持った 源頼朝の行動や考え、承 武士による政治や様々な 武士による政治

元 経過や武士による 久の変、元寇などから、 資料を使って、具体的に が始まったこと

の 政治の様子や室町 武士の社会の仕組みにつ 調査を行ったり、年表や や政治の仕組

、 （ ）評 の文化について意 いて課題を見いだして追 地図などの各種の基礎資 み 室町 武士

価 欲的に調べること 究・解決することができ 料を効果的に活用すると や民衆から文化

規 を通して、我が国 る。 ともに、仲間との交流で が生まれたこと

準 の歴史や伝統を大 互いの考えが深まるよう を理解する。

切にしていこうと に表現する。

する願いをもつこ

とができる。

〈ア－１〉 〈イ－１〉 〈ウ－１〉 〈エ－１〉

学 資料から、武士の 初めての武士政権がなぜ 資料を見て、源平の戦い ○鎌倉幕府の支

習 世の中に関心を持 武士から受け入れられな について調べ、年表など 配体制の確立の

活 ち、そのおこりや かったのかを資料をもと にわかりやすくまとめる 様子について気

動 くらしの様子を進 に多面的に考察してい ことができる。 づくことができ

に んで調べようとし る。 〈ウ－２〉 る。

お ている。 〈イ－２〉 ○頼朝が京都から遠く離 〈エ－２〉

け 〈ア－２〉 今までの学習をもとに鎌 れた鎌倉に幕府を開いた 幕府の将軍と武

る 自分の思いを意欲 倉幕府と武士との関係を 理由を地理的な要因や勢 士は、領地を仲

具 的に発表したり、 考え、自分が御家人だっ 力的な要因をノートにま 立ちとしたご恩

体 仲間の意見を最後 たらどちらにつくかを広 とめ、根拠のある発言を と奉公の関係で

的 まで真剣に聞こう い視野で考え、判断する して、お互いに高まりあ 結ばれていた事

評 としている。 ことができる。 えるように表現してい を理解する。

価 〈ア－３〉 〈イ―３〉 る。 〈エ－３〉

規 元の兵士と日本の 元と日本の戦いの違いな 〈ウ－３〉 モンゴル軍の強

準 武士が戦っている どから問題意識を持って 元に勝てた原因につい さや武士との戦

絵を見て、興味・ 課題を設定し、見通しを て、調べた内容をノート いの違いについ

関心を持ち元につ もって調べ、日本が勝て にまとめたり、根拠のあ て、理解するこ

いて進んで調べよ た原因について多面的に る発言をしたりして、お とができる。
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うとする。 判断している。 互いに高まりあえるよう 〈エ－４〉

〈ア－４〉 〈イ－４〉 に表現している。 武士や庶民の間

修学旅行で見た金 約五十年後に滅んでいる 〈ウ－４〉 に広まった文化

閣や銀閣に興味を ことから問題意識を持っ 幕府が滅んだ原因につい の特色について

持ち武士の文化に て課題を設定し、見通し て、調べた内容をノート 理解することが

ついて、進んで調 をもって調べ、鎌倉幕府 にまとめたり、根拠のあ できる。

べようとする。 が滅びた原因について多 る発言をしたりして、お

面的に判断している。 互いに高まりあえるよう

に表現している。

６．指導と評価の計画（全１０時間）

（１）授業の流れ

第一次 武士の登場・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第二次 武士が力をつける・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第三次 源頼朝が平氏をたおす・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

第四次 武士が東国を治める・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

第五次 元の大軍が攻めてくる・・・・・・・・・・・・ ３時間）（

第六次 武士が新しい文化を生み出す・・・・・・・・・ １時間）（

（２）単元指導計画

時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○武士が武士 ○源頼光と金太郎

団を組織し、 ・朝廷、貴族のガード

次第に実力を マン

朝廷に認めさ ・北面の武士（さぶら

せていった過 うもの）とよばれた頃 ○学習ノート

程を「金太郎 酒呑童子のモ

伝説」をもと 金太郎たちが退治し 〈ア－１〉 デルについて

に考え、これ た酒呑童子のモデル 資料から、武士 資料をもとに

からの学習に を考えよう。 の世の中に関心 根拠をあげな

興味や期待を を持ち、そのお がら考えるこ

もつことがで ○調べたことをもとに こりやくらしの とができる。

きる 。 意見の交流を行い、仲 様子を進んで調。

間の考えから、自分の べようとしてい

調査結果をより確かな る。

ものとする。

２ ○初めて誕生 ○平氏の年表を見せ、 ○課題追究の意

した武士政権 清盛が太政大臣になっ 欲を高めるため

であったの てから１８年後に平氏 に、平氏政権が

に、武士たち が滅んでいるわけを予 初めての武士政

から支持され 想する。 権であったこと
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ず、やがて頼 を具体的に話し

朝によって滅 平清盛の政治に武士 「それなのにな

ぼされてしま たちが不満を持った ぜ」という思い

う理由を資料 のはなぜだろう になれるように

から する。

見つけ、交流 ・ 平氏でないものは ○学習ノート「

することがで ひとではない 」 〈イ－１〉 掲示資料や。

きる。 ・貴族と同じように天 ○初めての武士 教科書、資料

皇の外戚となった。 政権がなぜ武士 集などを参考

・恐怖政治 から受け入れら にして、平氏

○調べたことをもとに れなかったのか が武士から受

意見の交流を行い、仲 を資料をもとに け入れられな

間の考えから、自分の 多面的に考察し かった根拠を

調査結果をより確かな ている。 記述している

ものとする。 か分析する。

３ ○源平の合戦 ○頼朝が兵を挙げてか ○源頼朝や義経

を中心にし らわずか５年で平氏が の活躍やエピソ

て、源頼朝や 滅んでいる事から、そ ード等を用意

義経の活躍を の戦いがどんな様子で 〈ウ－１〉 し、これらの人

調べ、年表や あったか予想する。 ○資料を見て、 々に親しみを感

地図などの基 源平の戦いにつ じられるように

礎的な資料を 源頼朝はどうやって いて調べ、年表 配慮し、調べる

使ってわかり 平氏をたおしたのだ などにわかりや ○学習ノート ことの楽しさを

やすくまとめ ろう すくまとめるこ 多様な資料を 感じながら学習

ることができ とができる。 参考にしなが が進められるよ

る 。 ○教科書 資料集や本 ら、源平の戦 うに配慮する。。 、 、

漫画などを使って、具 いの様子やそ

体的に調べ、自作年表 のエピソード

などにまとめることが について、自

できる。 分なりに工夫

○調べたことをもとに してまとめて

交流を行い、仲間の考 いるかという

えから自分の知識を確 観点から分析

かなものとする。 する。

４ ○源頼朝が鎌 都での最高位を断って ○児童が驚きを

倉に幕府を開 鎌倉へ帰る頼朝の姿か 〈ウ－２〉 もって「どうし

いた理由を鎌 ら、なぜ京都ではなく ○頼朝が京都か て～ 」という?

倉の地理的な 鎌倉に幕府を開いたの ら遠く離れた鎌 課題意識をもて

要因や源氏の かを予想する。 倉に幕府を開い るように事象提

勢力分布など た理由を地理的 ○学習ノート 示を工夫する。

多面的に考 どうして頼朝は、都 な要因や勢力的 ○意見交流 ○個人追究の糸

え、頼朝が武 のある京都でなく、 な要因をノート どんな事実を 口がなかなかつ

士中心の世の 遠い鎌倉に幕府を開 にまとめ、根拠 もとにして、 かめない児童を

中を繰り上げ いたのだろう。 のある発言をし 自分なりの意 一カ所に集め
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ようとしてい て、お互いに高 見をまとめて て、それぞれの

たことが理解 ○資料の中から興味の まりあえるよう いるのかとい 地頭のそれまで

でき あるものを選択し、個 に表現してい う観点から発 の学習の足跡を

る。 人追究することができ る。 言内容をつか もとに適切な資

る。 〈エ－１〉 む。 料を示してや

○調べたことをもとに ○鎌倉幕府の支 り、個人追究の

交流を行い、仲間の考 配体制の確立の 視点を与えてや

えから自分の知識を確 様子について気 る。

かなものとする。 づくことができ

る。

５ ○なぜ武士た ○平家との戦いの絵を ○課題追究の意

ちが頼朝につ 見せ、命がけで戦った 欲を高めるため

いて命がけで 様子を確認させ、どう に兄弟や親子で

戦ったのか、 してだったのかその理 も争ったことを

その理由を資 由を予想させる。 あげ 「それは、

料の中から見 どうしてなの

つけ出し、武 武士たちはなぜ頼朝 学習ノート か 」という思。

士と頼朝〈将 について、命がけで 将軍と武士と いになれるよう

軍〉との関係 戦ったのだろう の関係につい にする。

がどのような 〈エ－２〉 て以下の言葉 ○武士の日常生

ものであった ○教科書や資料集によ 幕府の将軍と武 を使ってまと 活において「ご

か、理解する り 「ご恩と奉公」や 士は、領地を仲 めてあるかを 恩と奉公」が生、

ことができ 「いざ鎌倉 「一所懸 立ちとしたご恩 分析する。 きていることを」

る。 命」という言葉やその と奉公の関係で ・ ご恩と奉 感じる資料を用「

意味を自分なりにとら 結ばれていた事 公 」 意する。

「 」えて、理解することが を理解する。 ・ いざ鎌倉

「 」できる。 ・ 一所懸命

６ ○頼朝亡き ○鎌倉幕府の力が東国 ○学習ノート ○当初幕府軍対

後、独裁を強 に限られていたことや 学習したこと 朝廷軍の比率が

める北条氏と 源氏が三代で滅んだこ 〈ア－２〉 をもとにどち １８対１７００

後鳥羽上皇と と北条氏が独裁を強め 自分の思いを意 らにつくかが であったことを

の関係を理解 ていった事を確認させ 欲的に発表した 以下のポイン 示し、自分の判、

し、自分が武 後鳥羽上皇との争いが り、仲間の意見 トで記述され 断の材料とす

士ならどちら おきたことを理解させ を最後まで真剣 ているかを分 る。

につくか、今 る。その上で自分が武 に聞こうとして 析する。 ○その子なりの

まで学習をも 士ならどちらにつくか いる。 ・ご恩と奉公 見方や考え方を

とに考え、自 考えさせる。 〈イ－３〉 ・北条氏の独 価値づけてやっ

分の意見を話 今までの学習を 裁への反感 たり一人一人の

すことができ 自分が御家人だった もとに鎌倉幕府 ・上皇の方が 発言の根拠を明

る。 らどちらにつくだろ と武士との関係 身分が上 確にして互いの

う。 を考え、自分が ・政子の言葉 見方や考え方の

御家人だったら ○意見交流 共通点や相違点

○既習の学習の中から どちらにつくか どんな事実を を明らかにし、
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自分の考えをまとめさ を広い視野で考 もとにして、 一人一人の見方

せる。 え、判断するこ 自分なりの意 や考え方がより

○考えたことをもとに とができる。 見をまとめて 深まるように指

意見を交流する。 いるのかとい 導する。

○承久の変の結果、幕 う観点から発

府の支配国が増えたこ 言内容をつか

とや西国にまで及ぶよ む。

うになったことを理解

する。

７ ○モンゴル帝 蒙古襲来絵詞の中の一 〈ア－３〉 ○モンゴル帝国

国〈元帝国〉 部を見せ、蒙古軍と日 元の兵士と日本 の中に現在いく

の領土の広大 本軍の戦い方の違いと の武士が戦って つの国が含まれ

さや強さの秘 モンゴル帝国の領土を いる絵を見て、 ているか数えさ

密を理解し、 から、その強さを秘密 興味・関心を持 せ、その領土の

日本の武士と を予想させる。 ち元について進 広大さが理解で

戦い方が異な んで調べようと きるようにす

ることを複数 モンゴル帝国が、世 する。 る。

の資料より調 界にまたがる大帝国

べ、ノートに を築くことができた

まとめたり、 のはなぜだろう。

根拠のある発 ○学習ノート

言をすること ○資料より、モンゴル いくつかの資

ができる。 軍はすぐれた武器や騎 料を参考にし

馬軍団をもっており、 ながら、モン

降伏するものは許すが ゴル軍の強さ

逆らうものは皆殺しに 〈エ－３〉 について、複

していたこと等を調べ モンゴル軍の強 数の理由をあ

る。 さや武士との戦 げて調べてい

○調べたことをもとに いの違いについ るか分析す

意見交流を行い、仲間 て、理解するこ る。

の考えから自分の知識 とができる。

を確かなものとする。

８ ○強大な元に 元寇の結果を教え、日 〈イ―３〉 ○児童が驚きを

日本〈時宗〉 本が元に勝ったことか 元と日本の戦い もって「どうし

本 が勝てた理由 らその理由を予想する の違いなどから て～ 」という。 ?

時 を武士の奮戦 問題意識を持っ 課題意識をもて

（御恩と奉 時宗が率いる日本が て課題を設定 るように事象提

公 、元軍の フビライの元に勝っ し、見通しをも 示を工夫する）

士気の低下 たのはなぜだろう。 って調べ、日本 ○その子なりの

（いろいろな が勝てた原因に 見方や考え方を

民族の寄せ集 ○資料より、元に日本 ついて多面的に 価値づけてやっ

め、病気の発 が勝てのにはいくつか 判断している。 たり一人一人の

生 、暴風雨 の原因があることを調 〈ウ－３〉 ○意見交流 発言の根拠を明）

等のためであ べる事ができる。 元に勝てた原因 どんな事実を 確にして互いの
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ることが、資 ○調べたことをもとに について、調べ もとにして、 見方や考え方の

料やそれまで 交流を行い、仲間の考 た内容をノート 自分なりの意 共通点や相違点

の学習から考 えから自分の知識を確 にまとめたり、 見をまとめて を明らかにし、

えることがで かなものとする。 根拠のある発言 いるのかとい 一人一人の見方

きる。 をしたりして、 う観点から発 や考え方がより

お互いに高まり 言内容をつか 深まるように指

あえるように表 む。 導する。

現している。

９ ○元との戦い 元寇のあと、５０年で 〈イ－４〉

で命がけで働 鎌倉幕府が滅んだこと 約五十年後に滅

いた御家人が から、その理由を予想 んでいることか ○郷土資料（岩

恩賞がもらえ する。 ら問題意識を持 井城、和田滝覚

ず、御恩と奉 って課題を設定 坊）を用意して

公の関係が崩 元に勝ったのに鎌倉 し、見通しをも 調べ学習の時の

れていったこ 幕府が滅んだのはな って調べ、鎌倉 意欲を喚起す

と等が原因で ぜだろう。 幕府が滅びた原 る。

幕府が滅んだ 因について多面 ○意見交流 ○個人追究の糸

ことに気づく ○資料の中から興味の 的に判断してい どんな事実を 口がなかなかつ

ことができ あるものを選択し、個 る。 もとにして、 かめない児童を

る。 人追究することができ 〈ウ－４〉 自分なりの意 一カ所に集め

る。 幕府が滅んだ原 見をまとめて て、それぞれの

○調べたことをもとに 因について、調 いるのかとい 児童のそれまで

交流を行い、仲間の考 べた内容をノー う観点から発 の学習の足跡を

えから自分の知識を確 トにまとめた 言内容をつか もとに適切な資

かなものとする。 り、根拠のある む。 料を示してや

発言をしたりし り、個人追究の

て、お互いに高 視点を与えてや

まりあえるよう る。

に表現してい

る。

金閣寺、銀閣 金閣、銀閣の写真をみ ○学習ノート ○修学旅行の時10

寺、すみ絵等 せ、武士が作り出して 室町の文化に の写真を見せ

を中心に調べ いった文化についてど ついて、いく て、動機付けを

て、武士が新 んな特徴があるか予想 つかの資料を する。

しい文化を生 する。 〈ア－４〉 参考にして、

み出したこと 修学旅行で見た わかりやすく ○５年生には、

と今も多くの 武士はどんな文化を 金閣や銀閣に興 まとめること 資料集や写真な

人に親しまれ 生み出していったの 味を持ち武士の ができる。 どから調べるこ

ていることを だろう。 文化について、 ○意見交流 とができるよう

理解すること 進んで調べよう どんな資料を に配慮する。

ができる。 ○調べたことをもとに とする。 もとにして、

交流を行い、仲間の考 〈エ－４〉 自分なりの意

えから自分の知識を確 武士や庶民の間 見をまとめて

かなものとする。 に広まった文化 いるのかとい
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の特色について う観点から発

理解することが 言内容をつか

できる。 む。


